
文
化
の
日

の
祝
日
に
あ
わ
せ
、

第

回
志
賀
町
文
化
祭
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
会
場
で
は
、

日

（
月
・
祝
）
に
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

式
典
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、文
化
協
会
会
員
や
、児
童
・

生
徒
等
に
よ
る
各
種
展
示
、
婦
人

会
・
青
年
団
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

は

文
化
余
技
展

と
し
て
、
グ
ル
ー

プ
教
室
生
や
、
各
種
愛
好
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
作
品
の
展
示
、
お
茶
会
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
民
方
々
の
作
品
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
品
ご
希
望

の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
、
世
界
各
国
の

留
学
生
と
の
交
流
事
業（
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
賀
町
で
の
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の

泊

日
で
、

ヵ
国
、

名
の
留
学
生
を
、

家

族
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

家
族
と
離
れ
、
異
国
で
留
学
生
活
を
送
っ

て
い
る
参
加
者
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
暖
か
い
ふ
れ
あ
い
に
感
動
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
志
賀
町
の
美
し
い
海
や
、
緑
豊
な

自
然
、
富
来
地
区
で
の
ま
つ
り
、
和
太
鼓
や

習
字
の
体
験
な
ど
日
本
の
文
化
に
も
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
も
留
学
生
と

の
交
流
が
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

平成 年 月 日（日）
能登ロイヤルホテル

と き
ところ

昨年度成人式

流しそうめんで皆さん大喜び！

第

回
志
賀
町
文
化
祭

日
程

月

日（
土
）日（

月
・
祝
）

会
場
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

（
各
種
展
示
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
文
化
余
技
展
な
ど
）

第

回
志
賀
町
文
化
祭

日
程

月

日（
土
）日（

月
・
祝
）

会
場
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

（
各
種
展
示
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
文
化
余
技
展
な
ど
）

第

回
志
賀
町
文
化
祭

記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

日
時

月

日
（
月
・
祝
）

午
後

時

分
か
ら
（
予
定
）

講
師

三
笑
亭
夢
之
助

氏

略
歴

北
海
道
札
幌
出
身
。
昭
和

年
生
ま
れ
。

年
真
打

昇
進
。
新
宿
末
広
亭
を
始
め
、
各

寄
席
に
出
演
す
る
と
共
に
年

回

の
独
演
会
を
国
立
演
芸
場
で
打
ち
、

落
語
以
外
に
も
芸
を
広
げ
、
司
会
、

テ
レ
ビ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
多
数
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
持

つ
人
気
者
。

落
語
芸
術
協
会
所
属（
三
笑
亭
夢
楽
門
下
）

記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

日
時

月

日
（
月
・
祝
）

午
後

時

分
か
ら
（
予
定
）

講
師

三
笑
亭
夢
之
助

氏

略
歴

北
海
道
札
幌
出
身
。
昭
和

年
生
ま
れ
。

年
真
打

昇
進
。
新
宿
末
広
亭
を
始
め
、
各

寄
席
に
出
演
す
る
と
共
に
年

回

の
独
演
会
を
国
立
演
芸
場
で
打
ち
、

落
語
以
外
に
も
芸
を
広
げ
、
司
会
、

テ
レ
ビ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
多
数
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
持

つ
人
気
者
。

落
語
芸
術
協
会
所
属（
三
笑
亭
夢
楽
門
下
）

記
念
講
演
会



町
で
は
平
成

年

月
に
志
賀
町
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
し
、
男
女
が
互
い

に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か
ち
合

い
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
利
益

を
共
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任

を
担
う
べ
き
社
会

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加

と

参
画

は
ど
う
違
う
？

参
加

は
仲
間
に
加
わ
る
こ
と
で
す
。

す
で
に
作
ら
れ
た
社
会
の
様
々
な
場
に
加
わ

り
活
動
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、

参
画

は
単
に
参
加
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
積
極
的
、
自
主
的
、
主

体
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ

は
自
ら
の
意
思
で
社
会
の
基
盤
づ
く
り
の
計

画
段
階
か
ら
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
団
体
や
、
グ
ル
ー
プ
で
の
地
域
活

動
で
は
企
画
、
計
画
等
の
立
案
段
階
か
ら
加

わ
り
、
主
体
的
に
方
針

や
意
思
決
定
に
か
か
わ

り
自
身
の
意
見
を
反
映

さ
せ
て
い
く
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

第

回
志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会
を

月

日
（
月
）
体
育
の
日
に
開
催
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は

時

分
に
役
場
富
来
支
所

を
出
発
し
、
ゴ
ー
ル
の
町
陸
上
競
技
場
を
目

指
し
ま
す
。
昨
年
の
優
勝
は
富
来
・
稗
造
、

準
優
勝
は
土
田
チ
ー
ム
で
し
た
。

今
年
の
優
勝
旗
を
勝
ち
取
る
の
は
ど
の

チ
ー
ム
で
し
ょ
う
か

沿
道
で
の
声
援
を
皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
手
の
伴
走
は
、
大
会
運
営
の
支

障
や
交
通
安
全
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
御

遠
慮
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム

加
茂
・
下
甘
田

熊
野
・
上
熊
野

西
海
・
西
浦

増
穂

富
来
・
稗
造

土
田

志
加
浦

堀
松

高
浜

中
甘
田

福
浦

大
会
運
営
中
、
各
中
継
所
は
大
変
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
付
近
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
ま
で

ー

（
内

）

第

回
志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会

海
洋
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

﹇

富
来
海
洋
ク
ラ
ブ
事
業
﹈

月

日
（
月
）、
能
登
リ
ゾ
ー
ト

エ
リ
ア
増
穂
浦
海
岸
に
て

平
成

年

度
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
・

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
な
ど
普
段
は
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
海
水
浴

で
綺
麗
な
海
の
大
切
さ
を
学
び
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、

富
来
海

洋
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
に
開
催
し
ま
し

た
が
、
当
日
は
交
流
会
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
た

な
な
お
海
洋
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
と
も
、
一
日
を
通

し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

全
国
大
会
出
場

﹇

財
団
助
成
事
業
﹈

月

日
（
木
）、
東
京
辰
巳
国
際

水
泳
競
技
場
で

全

国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

が
開
催

さ
れ
、
志
賀
町
富
来

海
洋
セ
ン

タ
ー
の
育
成
コ
ー
ス
よ
り

名
の
選
手

が
石
川
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

全
国

道
府
県
か
ら

海
洋
セ
ン

タ
ー
・

ク
ラ
ブ
の
選
手

名
が
出
場

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

の
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
た
中
、

当
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
属
の
日
高
明
允

選
手
（
志
賀
中

年
）
が
、
中
学
生
男

子

自
由
形
で
大
会
記
録
を
更
新
し

第

位
に
入
り
、
男
子

自
由
形
で

も
第

位
に
入
り
、
見
事

種
目
で
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

駅
伝
参
加
チ
ー
ム
決
定

駅
伝
参
加
チ
ー
ム
決
定

男男
女女
共共
同同
参参
画画
社社
会会
にに
つつ
いい
てて

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て



リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
よ
う
に
暮
し
て
る
吾
を
案
ず
る
友
も

リ
ハ
ビ
リ

浦
野
タ
ツ
子

今
日
ま
で
を
い
か
に
暮
せ
り
同
窓
の
友
と
の
一
夜
語
ら
い

尽
き
ず

福
島

信
子

カ
ー
テ
ン
を
吹
き
上あ

ぐ
風
に
目
が
さ
め
て
ミ
ス
テ
リ
ー
開
く

午
后
ひ
と
と
き

田
端

正
敏

力
あ
る
限
り
生
き
ん
と
遅お

そ

夏な
つ

を
今
朝
も
蝉
ら
は
は
げ
し
く

啼
け
る

岩
上

久
枝

五
目
な
ら
べ
孫
と
向
き
合
い
幾
度
ぞ
一
度
も
勝
て
ぬ
老
い
の

か
な
し
さ

竹
内

愛
子

広
辞
苑
ほ
ど
の
重
さ
に
う
ろ
た
え
て
文
字
の
尊
さ
老
の
身

に
し
む

龍
揖

澄
子

寝
つ
か
れ
ぬ
夜
に
浮
か
び
し
母
の
顔
逝
く
歳
月
の
遥
か
彼
方
に

蕪
木

芳
子

雨
の
夜
の
体
育
館
で
の
盆
踊
り
ゆ
か
た
姿
の
男
性
お
の
こ

輪
に
入
り

山
瑞
千
代
子

切
り
抜
き
も
は
さ
め
し
我
の
日
記
帳
九
月
に
入
り
て
丸
く

ふ
く
ら
む

坂
井
外
志
子

感
謝
し
て
食
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
ま
だ
あ
つ
き
初
の
さ
ん
ま
に

笑
顔
の
息
子

吉
崎
て
い
子

次
々
と
美
し
き
桔
梗
も
枯
れ
ゆ
く
を
み
る
に
寂
し
き
わ
が

姿
か
と

東

操

み
ど
り
子
を
抱
き
い
る
マ
マ
に
二
歳
児
は
ス
キ
ス
キ
し
て
と

哀
願
し
お
り

泉

広
栄

秋
風
に
風
鈴
揺
れ
て
音
侘
び
し

平
島

凡

何
も
か
も
秋
に
は
値
上
げ
厳
し
い
ね

長
田
千
枝
子

稲
穂
た
れ
道
行
く
人
に
秋
知
ら
せ

川
上

富
子

刈
れ
ぬ
稲
秋
の
長
雨
猫
あ
く
び

西
尾

海
春

日
の
本
の
春
夏
秋
冬
世
界
一

小
松

康
子

天
高
く
黄
金
の
波
に
安
堵
す
る

み
や
み
ち
さ
か
し

秋
だ
な
と
思
う
夜
更
け
に
肌
布
団

高
島

和
子

猛
暑
で
も
コ
オ
ロ
ギ
鳴
い
て
秋
知
ら
せ

赤

ふ
じ

食
談
の
秋
が
う
ら
め
し
ダ
イ
エ
ッ
ト

窪

洋
子

さ
わ
や
か
で
心
落
ち
着
く
秋
の
風

す
ま
い
さ
お

味
も
良
く
旅
情
豊
か
な
能
登
の
秋

上
田

利
雄

産
着
着
せ
健
や
か
願
う
ジ
ジ
と
バ
バ

田
畑

幸
子

露
草
の
一
と
際
映
ゆ
る
雨
上
が
り

大
島

朋
子

亡
き
友
の
思
ひ
出
辿
る
盆
の
月

中
田

淑
子

秋
の
夜
や
紅
茶
に
し
ぼ
る
レ
モ
ン
の
香

藤
勝
勇
美
子

稔
り
田
に
添
ひ
て
参
道
麓
寺

坂
下

豊
子

法
師
蝉
墓
誌
に
刻
み
し
父
の
文
字

淵
端

三
之

蓮
の
葉
の
緑
の
た
う
つ
俄
か
雨

吉
田

外
江

爼
板
の
音
弾
ま
せ
て
今
朝
の
秋

北
谷

芳
子

盆
休
み
田
舎
馳
走
に
や
す
ら
げ
り

土
田
エ
ミ
子

青
栗
を
眺
め
て
走
る
奥
能
登
路

土
田

清
枝

秋
風
に
髪
な
び
か
せ
て
出
勤
す

裏
田

弘
美

送
り
出
て
し
ば
し
門
辺
や
鰯
雲

土
田
ま
つ
い

句
づ
ま
り
の
一
と
夜
二
た
夜
や
虫
の
声

細
川
ふ
じ
子

秋
茄
子
を
焼
き
て
自
足
の
老
暮
し

鍋
岡
美
智
子

空
き
瓶
が
山
と
積
ま
れ
て
ビ
ー
ル
腹

西
尾

善
春

話
す
時
あ
の
ね
あ
の
ね
の
孫
の
癖

吉
村
と
し
子

人
の
世
は
手
練
手
管
で
腹
を
読
む

遠
藤
美
朝
子

ラ
イ
バ
ル
の
心
読
み
か
ね
迷
う
日
々

坂
野
か
ほ
る

一
寸
先
読
め
ぬ
政
治
は
恐
い
も
の

須
磨
ひ
ろ
し

新
聞
の
ま
っ
さ
き
に
読
む
死
亡
欄

須
曽

正
子

人
の
心
読
み
す
ぎ
前
へ
進
め
な
い

山
本

静
香

読
後
感
後
期
高
齢
再
自
覚

木
村

貞
涼

天
候
を
読
ん
で
漁
師
は
船
を
駆
る

小
松

糸
葉

老
人
は
新
聞
を
読
み
惚
け
防
止

木
村
よ
し
子

正
信
偈
意
味
も
解
ら
ず
音
読
す

坂
下
二
三
子

お
経
読
み
リ
ン
の
余
韻
に
朝
開
く

石
田

雪
路

入
選
の
新
聞
記
事
を
廻
し
読
む

前
田

志
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さ
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史
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鉢
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澄
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史
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萩
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植
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萩
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ぎ
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伸
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て
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膨
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萩
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落
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し
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。
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で
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に
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い
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は
一
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一

句
）、
詩
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い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
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送
付
く
だ
さ
い
。
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送
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句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集

【
コ
ラ
ム
】

西
尾

善
春

紙
と
鉛
筆
さ
え
有
れ
ば
楽
し
め
る
と
言
う
事
で
こ
の

世
界
に
入
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
川
柳
も
俳
句
、

短
歌
と
共
に
短
い
文
学
詩
で
す
か
ら
最
低
辞
書
を
横
に

置
き
当
て
字
、
誤
字
を
避
け
十
七
文
字
の
中
に
収
め
る

工
夫
が
大
切
で
す
。
人
生
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
る
と

他
人
の
痛
み
も
わ
か
り
世
の
中
に
は
こ
ん
な
苦
難
や
、

こ
ん
な
生
き
方
も
有
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
句
に
取
り
入

れ
五
七
五
の
短
い
言
葉
に
笑
い
や
、
切
な
さ
、
感
性
な

ど
、
あ
な
た
の
心
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る
そ
れ
が
川
柳
か

と
思
い
ま
す
。
川
柳
作
り
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
多
作
、

多
読
が
有
り
ま
す
。
初
め
か
ら
上
手
な
人
な
ど
居
ま
せ

ん
そ
こ
で
一
句

運
が
な
い

ぼ
や
く
人
ほ
ど

努
力
せ
ず

と
言
う

川
柳
も
有
り
ま
す
。
女
性
、
男
性
の
垣
根
も
な
く
月
に

一
度
の
勉
強
会
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
句
作
り
し
ま
し

ょ
う
。
西
浦
川
柳
会
も
あ
り
ま
す
の
で
老
、
若
共
に
ご

入
会
歓
迎
し
ま
す
。
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